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Internal form



内部の特徴

• 心臓に二次孔が現れる
• 固有腸間膜が現れ、腸ルー
プが見られる

• 尿管の腎盤が２分岐する
• 大脳半球にはまだ縦裂が見
られない

• 神経性下垂体の外転が進ん
だ胚子で発達している

• 水晶体窩はDの形をしている
• 半規管の肥厚が現れる
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後腎
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心臓血管系 Cardiovascular System

二次孔

心房

　・一次中隔と心内膜隆起との間の一次
孔が閉鎖する前に、一次中隔の上部
に細胞死による複数の穴があき、合
体して二次孔が形成される

　　→原始右房から原始左房へ血流が

　　　 確保される
房室管

　・房室管の上下の心内膜隆起が融合し
て房室中隔を形成することで、房室管
が左右に分けられる

心臓の主要中隔が形成される(第４~７週)



心球

　・動脈幹隆起と心円錐隆起のそれ
ぞれの融合によって、大動脈肺動
脈中隔が形成される

　　→心球と動脈幹を、上行大動脈
　　と肺動脈幹に分ける

　・らせん状の中隔

　　→肺動脈幹は上行大動脈の

　　　 まわりをねじれるように走る
心室

　・左右の円錐隆起の増殖と下房室
心内膜隆起の増殖

　　→心室間孔が狭められる

 ・大動脈、肺動脈の
　半月弁が形成され

　つつある



胃

　・縦軸の周りを右に90°回転
十二指腸

　・C字形のループをなして右へ
　 回転(←胃の回転)
肝臓

　・肝細胞が横中隔全体に進入

　 →肝臓が腹腔内で尾方に突出
　 →肝臓と前腸、肝臓と前腹壁の
　　　間の中胚葉が膜状になる

　 ＝小網と肝鎌状間膜の形成

消化器系 Digestive System



膵臓

　・腹側膵芽は背側膵芽に密着

　・背側膵芽の管は腹側膵芽よりも高い

　 位置で十二指腸に開く
中腸

　・腸とその腸間膜が急速に伸長

　 →原始腸ループの形成、臍帯ヘルニア、
　　　中腸回転

　・固有腸間膜(原始腸ループの腸間膜)は
上腸間膜動脈の起始部のまわりでねじ
れる

固有腸間膜
原始腸ループ



呼吸器系 Respiratory System

・左右の主気管支のうち

　　右側から３本

　　左側から２本

　の二次気管支が形成される
←肺は右側３葉

　　　　　　左側２葉

・成長中心は球根状の終末部



・後腎は仙骨の高さに位置

・中腎管からの尿管芽が後腎

　組織に進入

　→２分岐

　→頭方部と尾方部に分かれて

　　 腎盤を形成
・原始肛門管と尿生殖洞の間の

　中胚葉層である尿直腸中隔が

　目立つ

尿生殖器系
Urinary and Reproductive Systems

尿直腸
中隔

後腸

◎泌尿器系



　両性の区別をすることはできない

生殖腺

　・生殖堤の体腔上皮が増殖し、上皮
細胞がその下層の間葉内へ進入し
て、原始生殖索を形成する

　 ＝未分化生殖腺
　・原始生殖細胞が生殖堤に進入する

生殖管

　・中腎傍管は体腔上皮が縦に陥入し
て生じる

◎生殖器系



骨格系 Skeletal System

　 ステージ16では、椎骨と
その横突起、まだ開いて
いる椎弓ならびに肋骨が
硝子軟骨によって形成さ
れる

椎骨は、隣接する２つの体節のそれぞれ尾方の半分と
頭方の半分が癒合してできる

　→体節の中に椎間円板ができることで、脊柱の運動
　　 が可能になる

脊索

骨化
 間葉細胞→硝子軟骨性原型→軟骨内骨化



脊髄

　後索の上行神経線維は延髄の高さ

　まで達する

脳

　　　　　　終脳　→　大脳

　　　　　　間脳　→　視床下部

　　　　　　中脳

　　　　　　後脳　→　小脳、橋

　　　　　　髄脳　→　延髄

神経系 Nervous System
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◎菱脳域

髄脳

　・脳神経(5,7,9,10,11)の特
殊内臓遠心性核群(鰓弓神
経)と一般内臓遠心性核群
の細胞はまだ後脳の方へ
移動している

　・中脳と菱脳を分ける菱脳峡
が目立つ

後脳

　・翼板の背外側方部が内側
に曲がって形成した菱脳唇
が密になっている

　　←のちの小脳



◎前脳域

間脳

　・後交連が発達し始める

　・視床下溝という溝によって
背側の視床と腹側の視床
下部に分けられている

　・口窩の天井の一部がラトケ
嚢として突出して間脳底の
肥厚である漏斗に接し、進
んだものでは神経性下垂
体が外転する

◎中脳域

　・正中線の溝により２個の縦の隆起に分けられている

　・滑車神経の末梢部が見られる

後交連



終脳

　・尾状核と被殻(合わせて線
条体という)はつながってい
る

　・大脳半球は外側に膨らん
でいるが大脳縦裂はまだな
い

　・側脳室の入口である室間
孔は広く開いている

　・進んだ胚子では室間孔の
上に海馬溝が見える

　・扁桃核のある部分が最も
発達している

・嗅覚路の神経線維が半分の胚子で発達する

・嗅球が見え始める



眼 Eye

　・水晶体の後壁の細胞が前方へ伸長し始
めるため、水晶体窩がDの形をしている

　・水晶体の周囲の血管が見える

　・網膜色素が見える

⇒



耳 Ear

　・内リンパ付属器が長い

　・卵形嚢に扁平な突出部が
生じる

　　　→半規管

　・球形嚢に管状の突出部が
生じる

　　　→蝸牛管

背側－卵形嚢、半規管、内リンパ管

腹側－球形嚢、蝸牛管
耳胞｛

内リンパ嚢

内リンパ管


